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県立教育研筑所では，さきに本県高校進学学カ検奈の 5年間の結梁を分析:し
で，研究記事芸第24条 f善寺カと学習指導J9分冊としてaまとめ各位の御批判を仰
いだので応るが， とくに芙-言語科においては，今後の課題として strucιt¥'tre粍
闘する研究を深める ζ とが急務であることを指摘しておいたー。 r中学校におけ
る英諾学力調をの分析と学習指導Jて守主，そうした課題解決の方途合推進する
意図をもっと|奇特に，直接的には前の紹要マ明らかになし得なかった誤答傾向
やそのような誤答をする理由などについて究明い;Joわせて structu胞の構
想を明らかにじたものである。 このため文部省会闘争主力調査の本県の結果を資
料として差是答傾慌の分析を行ない，相当者宮観性をもっ誤答傾向を:始るとわもに
さらにそ勾一部の問題について，三うの中学校の生徒を対象として追試的研究
調査を笑施ずるこ主によっ・て，誤答の原悶を追求し，学習指導上いくつかの指
様を解明するこ とができた。この研究の成果は中学校の英語科学習指導に力強
山指針な与え， 高等学校にとっても参考になるもの と思う。
をた， r掌[紛青年の生活意識j に関する、研:1-Lは，会同教育研究所議蹴の勤労
奮剤と関する共同研究の長環として笑施したもので，木県における11市町村か ・
ら抽出されポニ19歳勤労青年534名の質問紙による意識調査も通勤脊年， イ起る
み予ザ年，農業背年の各生活類型!ごHとま とめ，その生活実穂と生活意識を全体
的，構造的にはあくしようと lしたものである。とくに勤労青年が働くこ とく労
働〉と学ぶことt学習〉を，会生活領域中意識の中でどのように位置づけてい
るかとい5点に免誌を合わせ，生活意識を構造広明こはあく!するようにつとめる
とともに，哀の勤労脅少年教育の問題解棋に役立つ資料を得よう としたものrで
}>る。
次に，最近青少年の社会問題が大きくとりあげられているが，その社会問題
にか〈れたよ り大きい根本的な多くの問題がある。 その“づは--般にノイ?・ー さ
ぜU、う言葉で知られている現象で，大人や青少年だけの問題でなく，乳幼児
や兜童生徒にもしばしば現われている。本年から開始Ltと当教育研究所の教脊ー
将談'!ともこ.うした症状の椋談者が多くみられ， 緩や教師がそう じた症状を理解
~I 
せず， 気ゆかf;~司、たために r 早期民治癒できるおのが， ず:るずる之悪化して
きた例ががなりある。 r守:.}!もの神経重量十三ァついてJf"iゑ現場の教何や教育関係
者l ' ~~.) るいは弐兄のために， 守二どもの神経疾のーサ主的'{l:概要，及び喜程遠段階に.f!U
した神経tの傾向や特徴p ならびに治療の霊要性について記ー述しおおかたわ
参海に資するものである 3
おわり?ζ r中学校にお汁る英語学力調査の分析と学習指導』ならびに l勤
労青年わ生活意識Jの研究調動乙御協力くださった関係各位に対し，諜く謝意、
を表するものである。
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